
 今日 6 年生は来週２７日（木）に実施される全国学力学習状況調査の過去問に取り組んでいます。

全国学力・学習状況調査の問題については「全国学力」で検索すると国立教育政策研究所のページが

開き過去問が載っていますのでご覧ください。この問題を見るとなぜ現在タブレットを使って子ども

たちに自分の考えを O U T P U T して、自分の言葉で説明できるようにしているかが理解いただける

と思います。現在、入試問題も大きく変わってきています。昔のような単純に暗記したこと書くよう

な問題は無くなってきています。今は P I SA 型読解力といって、文章（テキスト）だけでなく、表や

グラフ、写真など複数の資料から必要な情報を読み取って答えを導いていく問題や様々な考え方を説

明する問題などが主流となっています。だからこそ今、教師が一方的に教え込む授業から子どもが学

ぶ授業に転換しているのです。このような力はすぐに身につくものではありません。低学年の段階か

ら積み上げていくことが大切です。就職試験も自分で動画を作成して出させるようなやり方などその

内容も多様化してきています。小学校ではしっかりその基礎となる力を身につけさせていきます。6

年生はぜひ過去問を見てみてください。どんなことを求められているのかがわかると思います。もち

ろん、5 年生以下の人もみてもらうとどんな学習をしなければならないかが見えてくると思います。 
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文責 本田 

全国学力学習状況調査から見えるもの  

令和元年度の問題です 授業でも似たようなことしていますね！ 

問題の文が長
いね！ 

どんな解答が
求められるか 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


